










考案およびまとめ 

第 1回観察では,未熟児・成熟児の母親について,特性不安に差は認められなかった。養育

態度において未熟児の母親は共通して,子どもの身体・発育状態に関して溺愛的傾向を示し

た。さらにこの特徴は,子どもの月令の低い時期に顕著にみとめられた。また母親の情緒的

安定は,成熟児の母親より遅い時期にあらわれた。この要因として初期においては,子ども

との適応関係が得がたいため,過度の緊張状態に陥っていることがあげられる。なお育児経

験がなく未熟児をもった母親には情緒的混乱がみられ,そうでない母親以上に育児に客観

性が保てず,不安定であり,そのため主体性のある育児がなされていないことが明らかにさ

れた。 

第 2回観察では・未熟児を経験した母親の不安および人格特性を測定し,それが(1)母親の

養育態度,心理状態ひいては子どもの発育状態といかに関連するか,また(2)母子の早期か

らの皮膚接触および視覚接触の時期の影響を考察したものである。とくに後者については,

要約すると,アンケート結果からは子どもとの皮膚接触の前は非常に消極的であるが,接触

が増えるに従って愛着が増すこと.母親の神経症的傾向尺度(N 尺度)得点数と皮膚接触前

の気持ち,あるいは子どもの退院を待つ時の気持ちとの間に有意差が認められた。すなわ

ち,.母親は未熟産をどう受けとめてまいかわからず,.NICU の緊張した雰囲気で非常にう

ろたえるが,子どもを見,触れることで徐々に安定していく。この時 N尺度得点の高い母親

ほど,皮膚接触に対しては消極的であり,子どもの退院を待つ時も受け入れ体制は不十分で

ある。一方不安に関しては,状況不安が高いほど,皮膚接触に関して消極的であり,特性不安

が高いほど母親としての実感を持つ時期が遅くなる傾向があった。 

以上の結果から(1)極小未熟児の母親は,退院後の乳児期初期において,子どもとの適応関

係が得にくいため,溺愛的傾向が強く,情緒的安定の時期が遅れる。すなわち早期からの母

子相互関係の円滑な成立が障害されやすい状況にある。(2)早期の母子接触(視覚および皮

膚接触)は回を重ねる毎に,母親の愛着の成立を促進させる。しかし今回の調査では,視経症

的傾向尺度の得点の高い母親に対しては,十分配慮して初期対面から退院まで指導するこ

とが必要であると思われる(表 3)。 


